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前回は、授業中に「震度６強の地震が発生したことを想定した避難訓練」を行
いました。今回は、「10時30分頃の休み時間に地震が発生したことを想定し」避
難訓練を行いました。
今回の避難訓練では、一次避難場所として運動場に避難しました。避難の際に

は、6年生教室横の階段が崩れて通れないことを想定し、5、6年生は、4年生教室
横の階段を使って運動場へ避難しました。その後、堤防が決壊したことを想定し、
二次避難場所としての校舎2階のディールームに全校児童が避難を行いました。

＜みなさん、日頃から次のことを考えてみましょう。＞
① もし、地震による洪水等のおそれがあれば、どこに避難しますか？（二次避難場
所としての校舎２階へ避難する。：校舎倒壊の恐れがない場合）

② 今回は校内放送を使うことができましたが、もし、「停電により放送が使えない。」、
「運動場に避難ができない。」、また「登下校中」などと、いろいろな状況を自分
でも想定し、安全に行動できるように考えてみましょう。

最近、地震が頻繁に発生しています。日頃から地震の備えとして、「自分の命は自分で
守るために、どのように行動するべきか」について、いろんな場面を想定しておくことが
大切だと思います。この機会に、保護者の皆様にも、お子様と地震発生時の避難経路等に
ついて確認いただけたらと思います。

【一次避難場所の運動場に集合】 【二次避難場所へ避難開始】

【二次避難場所の2階ディールームへ移動し、安全担当の先生のお話を聞く様子】

９月


